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（地Ⅰ１１） 

平成１６年４月１６日 

 

都道府県医師会 

担  当  理  事  殿 

 

日本医師会常任理事     

田島  知行   

 

フィブリノゲン製剤の納入医療機関名等の情報開示について 

 

時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

さて、標記の件につきましては、先般、本年２月２０日付（地Ⅰ２５７Ｆ）の文

書をもって、貴会にファクシミリにて情報提供させていただいております。 

今般、厚生労働大臣は、フィブリノゲン製剤の納入医療機関名等の情報を、５月１３日に

開示することを決定し、該当する約４７０医療機関に対して別添の通知を発出いた

しました。 

各医療機関では、厚生労働大臣に対して開示に対する異議申立てを行うことがで

きますが、本件の場合、開示日の５月１３日までに行う必要があります。 

異議申立書には、特に様式等は定められておりませんが、所定の事項（別添質疑

応答集５頁参照）を記載する必要があります。 

つきましては、取り急ぎ、ファクシミリにて貴会に情報提供いたしますので、ご

了知いただきますようよろしくお願い申し上げます。 

なお、本件に該当する医療機関は、本会も今のところ把握することができません

ので、何卒ご了承ください。 

 



平成１６年４月１６日

医 療 機 関 の 長 各 位

厚生労働省医薬食品局総務課

医 薬 情 報 室 長

情報公開法に基づく開示決定通知について

先般、平成１６年３月５日付け厚生労働省発薬食第２５９２号により貴医療機関

に対しまして意見照会を行わせていただきました、行政文書の開示請求につきまし

ては、別添「行政文書の開示決定について（通知 」のとおり、開示することに決定）

いたしました。

今回の開示決定により、内閣府情報公開審査会の答申において開示すべきとされ

た貴医療機関に関する情報の部分につきましては、行政不服審査法に基づく異議申

立て又は行政事件訴訟法に基づく処分取消しの訴えがない限り、開示することとな

ります。

、 、 、 、また 開示決定に際して 開示請求者に対して 別紙文書を添付することにより

開示を行う文書の性格について説明していることを併せて申し添えます。

なお、今回の開示決定に対して不服があります場合には、行政不服審査法に基づ

、 、 。 、き ６０日以内に 厚生労働大臣に対して異議申立てを行うことができます また

別途、開示決定の取消請求訴訟を提起することもできます。ただし、貴医療機関に

係る文書の開示実施日は平成１６年５月１３日となっておりますので、この日を過

ぎてからの申立ては、無意味なものになりますので、異議申立て等を行うに際して

はこの点につきまして十分ご留意ください。

御参考までに、意見照会の際に御質問のあった事項、疑義が生じるおそれのある

事項等について厚生労働省としての考え方を取りまとめたものを同封させていただ

いておりますので、一読いただければ幸いです。

また、ご不明な点がございましたら、遠慮なく、下記の連絡先までご連絡くださ

い。

連絡先：厚生労働省医薬食品局総務課医薬情報室

電話番号 ０３（５２５３）１１１１

内線 ２７２３，２７２６



（別紙）

○ 本決定により開示する行政文書は、フィブリノゲン製剤が納入、使用されたこ

とが確実ではないがその可能性がある医療機関名を含む文書を広く対象としたも

のです。このため、開示対象文書に記載された医療機関として特定し、開示につ

いて意見照会を行った医療機関から、①そもそも納入の事実はない、②納入され

たものの、使用せずに廃棄したとの意見をいただいたところもあります。

○ また、フィブリノゲン製剤を使用した患者すべてを把握しており、患者に対し

説明、肝炎検査の勧奨等を行ったとの意見をいただいたところもあります。

○ さらに、本決定により開示する行政文書には、製剤会社の社員が医療機関との

やりとりをまとめた文書等もありますが、これら文書は医療機関の発言を大幅に

省略した部分もあり誤解を招くおそれもあるとの意見をいただいております。




